
 

様式C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 1 月 14 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：ヒト、動物および生態系の健康保全と調和を提示する学際分野が新興

した。保全医学である。この分野の中心的なモデル研究分野として、脊椎動物と線虫とで形成

された宿主-寄生体関係の保全生態学があり、自然生態系に存在する宿主-寄生体関係には、寄

生線虫症モデルのヒントや宿主動物の個体数調整などの価値を秘める。そして、この本来的な

関係が外来種や環境改変の影響で大きく姿を変えつつあり、保全医学上の脅威になると警告さ

れている。成果の概要として野生種および特用家畜・エキゾチックペット・動物園・水族館の

展示動物、特殊な実験動物（以上、「非典型的飼育種」）で多くの線虫が認められ、飼育個体

の中には致死的な事例も経験された。しかし、飼育環境という限定的な状況で検出できたので

あり、自然生態系ではそのような事例認識は不可能に近い。そのためにも、在来鳥類で調査し

たような分子生物学的な手法を含むモニタリングと GISを応用した体系的な調査体制を構築す

る必要があろう。 
 
研究成果の概要（英文）：  Conservation medicine is defined as an interpretation of the 
relationship between natural ecosystems (conservation ecology or biology) and living body 
mechanisms (medicine and veterinary medicine).  The research fields of host-parasite relationships 
between terrestrial vertebrates and nematodes performed by us between 2006 and 2009 presented 
here are divided into3 types, namely, those involving alien, endemic and captive species.  
Consequently, these results are connected to host ecology, and such educational trends could 
provide information from micro to macro levels.  
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１．研究開始当初の背景 
 ヒト、動物および生態系の健康保全と調和
を提示する学際分野が保全医学である。この
中心的なモデル研究分野として、脊椎動物と
線虫とで形成された宿主-寄生体関係の保全
生態学がある。自然生態系に存在する宿主-
寄生体関係には寄生線虫症モデルのヒント
や宿主動物の個体数調整などの価値を秘め
る。そして、この本来的な関係が外来種や環
境改変の影響で大きく姿を変えつつあり、保
全医学上の脅威になると警告されている。 
２．研究の目的 
 この脅威について具体的に実証すること
が本研究の目的で、対象とする宿主を野生種
および特用家畜・エキゾチックペット・動物
園・水族館の展示動物、特殊な実験動物（以
上、「非典型的飼育種」）とした。 
３．研究の方法  
 次のような流れである；１）野外および施

設でのモニタリング調査、２）分子、病理検

査、３）データ総合・保全医学的な危険度の

予測、４）総括と教育への還元。 

４．研究成果 

 野生種および「非典型的飼育種」）で、致

死例を多くの線虫症例が認められ、原著論文

あるいは国際学会などで公表された。また、

在来鳥類で調査したような分子生物学的な

手法を含むモニタリングとGISを応用した体

系的な調査体制を構築する必要があろう。 
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